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　既往 歴:31歳,胃 潰瘍(胃 部 分切 除),66歳,胆 石
(胆嚢摘 除),67歳　前立腺肥大 症(TUR-P)高血圧の
既往 な し
　家族歴:特 記すべ きことな し
　現病歴:2004年8月20日自転車運転 中に横転,右 側
腹部 を打撲 し当院救急外来 を受診 した.
　現症:意 識清 明,血 圧170/80mmHg,脈拍68/分・
整.右 側腹部 に自発痛 あ り.







　画像所見:胸 部単純 レン トゲ ン写真 にて右第9肋 骨
骨折 を,腹 部造影CTに て右副腎か ら腎門部 にかけて
後腹膜 血腫 をみ とめ た(Fig.1A).動脈相で右副 腎か
らの動脈 性 出血が疑 わ れた ため血管 造影 を施 行 した
が,動 脈造影時 には活動性 出血 は認め られ なか った.
塞栓術 な どは施行せず に保存的治療の方針 と した.
　経過:受 傷直後 は高血圧 を認 めた ものの,入 院後 よ
り血圧 は130/70mmHg,脈拍70/分程 度で経過 し降圧
剤 を必要 としなかった.8月30日 のCTで 血腫の拡大
のないこ とを確認 し一 時退 院 となった。後 日報告 され
た血 中カテコラ ミン値 より褐色細胞腫 の可能性が示唆
された(Table　l).受傷 当 日は著 明 に上昇,以 降 フ ォ
ローア ップ中 も基準値 を上回 ってい た.CT上,血 腫
の 吸 収 と と も に腫 瘍 の 存 在 が 明 確 となっ た(Fig.
lB)　尿 中ア ドレナ リン126.3μg/day(基準値3.O・-
15.0),ノル ア ド レ ナ リ ン238.1μg/day(26.0～
12LO),ドー パ ミン3,378.6μg/day(190.0--740.0),
VMA　9.7mg/day(1.3-5.1)と高 値 を示 し,1311-
MIBGシ ンチ グ ラフ ィーで高度 集積 を認、めた こ とか
ら褐 色細 胞腫 と診断 した(Fig.2)　αプロッカー先行





















　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B
Fig.1.　A)CT　on　admission　shows　bleeding　from
　 　 　 　 right　adrcnal　g and　and　suprarenal　retro-
　 　 　 　 peritoncal　hematoma.　B)5months　later
　 　 　 　 thc　hematoma　was　absorbed,　and　the
　 　 　 　 tumor　with　cystic　component　apPears
　 　 　 　 clearly.
Table　1.　Changes　of　hormone　levels　ofadrenal
　 　 　 　 gland
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　 　 　 　 brous　pseudocapsule　secondary　tohemor-
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性副腎出血 は稀 である6)また本症例は軽微 な受傷
佐野,ほ か　褐色細胞種 ・出血 17
Table　2.　Reported　cases　of　traumatic　hemorrhagc　of　pheochromocytoma
高血圧



































が,外傷 に加えて何 らかの基礎疾患の存在 を疑 うべ き
であった.
　 また逆に手術前 には本当に褐色細胞腫が存在するか























1例を経験 した,軽微 な外力で も出血をおこし,時に
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